
「女と竜」                  2019 年 09 月 04 日 

ヨハネの黙示録 12 章 1 節～6 節 また、天に大きなしるしが現れた。一人の女が身に 

太陽をまとい、月を足の下にし、頭には十二の星の冠をかぶっていた。女は身ごもってい

たが、子を産む痛みと苦しみのため叫んでいた。また、もう一つのしるしが天に現れた。

見よ、火のように赤い大きな竜である。これには七つの頭と十本の角があって、その頭に

七つの冠をかぶっていた。竜の尾は、天の星の三分の一を掃き寄せて、地上に投げつけた。

そして、竜は子を産もうとしている女の前に立ちはだかり、産んだら、その子を食べてし

まおうとしていた。女は男の子を産んだ。この子は、鉄の杖ですべての国民を治めること

になっていた。子は神のもとへ、その玉座へ引き上げられた。女は荒れ野へ逃げ込んだ。

そこには、この女が千二百六十日の間養われるように、神の用意された場所があった。 

 

天に大きな徴が現れた。徴は、ヨハネが見た幻である。一人の女が身に太陽をまとい、 

月を足の下にし、頭には 12 の星の冠をかぶっていた。天体（太陽、月、12 の星）をまと

う彼女は、「天の女神」というヘレニズム的神話要素を反映したもので、12 の星の冠はイ

スラエル 12 部族の象徴であろう。輝く女は産みの苦しみのために叫んでいた。また、天

に、もう一つの徴が現れた。それは「火のように赤い大きな竜」であった。竜は 7 つの頭

と 10 本の角があって、その頭に冠をかぶっていた。この竜は、深淵を象徴する怪物であ

る。底なしの淵から上って来て、証人と戦って勝ち、彼らを殺した獣（黙示録 11 章 7 節）

が、今度は竜となって天に現れた。怪物はカナン神話から取り入れた神話的存在である海

の怪物「レビヤタン」（詩編 74：14、イザヤ書 27：1 など）はアッシリア、バビロニア、

エジプトなどの大国の隠喩であり、ダニエル書 7 章に記されている「四頭の大きな獣」は

バビロニア、メディア、ペルシア、ギリシアに例えられている。竜が赤いのは、憤怒、残

虐、殺人といった威圧的な性格を現わしている。「火のように赤い竜」は、ローマ帝国を

指していると理解してよい。竜は 7 つの頭に冠をかぶり、10 本の角を持ち、尾で天の星を

履き寄せ、地上に投げ捨てる。強大な勢力を有する怪物である。更に、竜は、子を産もう

としている女の前に立ちはだかり、産んだら食べようとしていた。 

「女は男の子を産んだ。」生まれた男の子はキリストである。キリストは竜に食べられ

ることなく、「子は神のもとへ、その玉座へ引き上げられた。」「この子は、鉄の杖です

べての国民を治めることになっていた」という記述は、終末時における敵対勢力に対する

キリストの支配の確立を著している。男の子はイエスの地上への「生誕」ではなく、「神

のもとへ」に昇るキリストの「昇天」として捉えられている。その後「玉座に引き上げら

れた」とキリストの「天上での即位」へと繋がっている。 

「女は荒れ野へ逃げ込んだ。」竜の残虐な殺人を逃れ、イスラエル人にとって避難所で

あり、また、終末的な救いが起る「荒れ野」に逃げ込んだ。そこで、神の庇護を受けるの

である。子を産む痛みと苦しみをうけた女は、苦難を受ける神の民、即ち、教会を指して

いる。教会は、1,260 日の間、苦難、迫害の試練を受けるが、使命を果たし、神の用意さ

れる逃れの場所に迎えられる。苦難と庇護の二重性の中に置かれることになる。 

キリスト者たちは迫害に苦しんでいたが、「著者」ヨハネは、キリストの天上における

勝利の幻を著し、終末時には、神に忠実な信徒たちへの救済を語ることによって、彼らを

鼓舞することを意図して、壮大な幻を描いているのである。 


